
　

発
電
機
や
バ
ッ
テ
リ
ー
と
い
っ

た
非
常
用
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
電
源
な

ど
を
購
入
し
、
自
然
災
害
な
ど
に

よ
り
庁
舎
が
停
電
に
陥
っ
た
と
き

も
、
必
要
最
低
限
の
災
害
対
策
機

能
を
維
持
で
き
る
よ
う
に
備
え
て

い
ま
す
。

主
な
購
入
品

•
ガ
ソ
リ
ン
発
電
機　

2
台

•
バ
ッ
テ
リ
ー　
　
　

2
台

•
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
ン
プ　
　

43
台

　

防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
防
災
関
係
協
力
機
関
と
地

域
住
民
ら
約
700
人
が
参
加
し
、
7
月

30
日
に
富
岸
地
区
で
総
合
防
災
訓
練

を
行
い
ま
し
た
（
2
年
に
１
回
実
施

し
て
い
ま
す
）
。

　

今
回
の
訓
練
で
は
、
地
震
・
大
津

波
が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し
、
大

津
波
警
報
が
発
表
さ
れ
た
と
き
の
高

台
避
難
場
所
ま
で
の
避
難
や
第
2
次

津
波
避
難
所
の
開
設
な
ど
の
検
証
、

防
災
関
係
協
力
機
関
に
よ
る
災
害
復

旧
応
急
活
動
な
ど
を
行
い
、
災
害
時

に
お
け
る
適
切
で
迅
速
な
行
動
に
つ

い
て
再
確
認
し
ま
し
た
。

①
本
庁
舎
非
常
用
発
電
設
備
の
整
備

 

平
成
25
年
度
事
業
予
算　

102
万
5
千
円

②
総
合
防
災
訓
練

 

平
成
25
年
度
事
業
予
算　

219
万
2
千
円

平
成
平
成
2525
年
度
年
度

市市
のの
仕
事
仕
事

　

市
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
『
住
み
よ

い
ま
ち
、
住
ん
で
い
て
よ
か
っ
た
と
思

え
る
ま
ち
』
を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

今
号
で
は
、
平
成
25
年
度
に
市
内
で

行
わ
れ
た
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

▲ ガソリン発電機（上）、通信機器に接続されたバッ
テリー（左）、ＬＥＤランプ（右）
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大
雨
に
伴
う
道
路
冠

水
に
よ
る
交
通
障
害
や

宅
面
浸
水
な
ど
の
被
害

防
除
を
目
的
と
し
、
美

園
・
若
草
・
新
生
・
常

盤
町
な
ど
、
道
路
冠
水

が
多
発
す
る
地
域
の
排

水
路
の
改
良
や
清
掃
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　キウシト湿原の保全と利活用を図るため、管理棟の実施
設計と用地取得を行っています。

　消防力の強化を図るため、女性分団が災害時や訓練時に
使用する可搬式小型ポンプを購入しました。

　児童などが安心して学校生活を送ることができるように、
老朽化した体育館の屋根と外壁の改修を行いました。

　

共
同
生
活
を
通
し
て
基
本

的
生
活
習
慣
や
学
習
習
慣
を

身
に
付
け
る
と
と
も
に
、
協

調
性
や
責
任
感
を
育
む
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
小
学
5
・

6
年
生
が
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
共
同
生
活
を
し

な
が
ら
学
校
へ
通
う
『
通
学

合
宿
』
を
実
施
し
ま
し
た
。

③
道
路
排
水
対
策

 
平
成
25
年
度
事
業
予
算　

１
億
7
千
530
万
円

⑤キウシト湿原の緑地保全
 平成25年度事業予算　1,230万円

⑥消防団可搬式小型ポンプの整備
 平成25年度事業予算　127万円

⑦幌別西小学校屋内運動場の整備
 平成25年度事業予算　4,137万円

④
通
学
合
宿　

み
ん
な
で
学
ぶ
『
子
ど
も
村
』

 

平
成
25
年
度
事
業
予
算　

202
万
円

▲ 展望デッキ（上）、
　木道（右）
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